
令和 3 年度　予算施策評価表

1

Ａ Ｂ

5,734,845 2,998,933 550,061 2,185,8514年度当初予算

1,749,277 4,841,834 266,805517,6684,275,877 2,008,932

-
-

98000

％ 千　円

指標の種類
(ｽﾄｯｸ/ﾌﾛｰ)
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指　標　・　事　業　費 ・ 人 件 費　の　推　移

選 択 理 由

成果指標B

計画実績

成果と指標
の関係

指標の種類
(ｽﾄｯｸ/ﾌﾛｰ)

4162

成果と指標
の関係

成果指標A

連 絡 先

達成率

こ れ ま で の 取 組 み

・山地災害から県民の生命・財産を守るとともに、森林の持つ公益的機能の発揮を図るため治山事業や造林事業を実施している。
・平成17年度から森林環境税を導入し、「森をつくる」「木をつかう」「森とくらす」の３つの分野で事業を実施。
・平成26年度から「林業躍進プロジェクト」を開始し、主伐の計画的・段階的な導入と伐採後の適切な再造林を図る。
・平成28年度に「えひめ森林・林業振興プラン」を策定し、健全な森林づくりと県産材の利用拡大に努める。
・令和元年度に「第２期林業躍進プロジェクト」を開始し、更なる主伐・再造林の推進を図る。

森林整備課担 当 部 局 名

施 策 の 内 容

施 策 の 目 標

農林水産部 森林局

間伐の推進を通じて、県土の保全、水源の涵養、地球温暖化の防止、木材をはじめとする林産物の供給等の森林の有する多面的機能が将来にわたって十分に発揮さ
れることを目指していることから、本施策においては間伐実施面積を目標としている。

事業費（予算）

達成率 予算計 国費 その他

78.4%
83.1%

施 策 名

区分

森林の保全･整備

強

算 定 方 法

評 価 責 任 者 課長　岡　久夫

間伐実施面積の累計

　森林は様々な公益的機能のほか、木材の生産機能の発揮も求められており、
これら森林の持つ多面的機能を高度に発揮するため、森林の間伐等の実施の
促進に関する特別措置法に基づく特定間伐等及び特定母樹の増殖の実施の促
進に関する基本方針においても令和12年度までの10年間に間伐の目標面積
は、13,000haと定めている。

選 択 理 由

算 定 方 法間伐実施面積の累計

ns11
予 算 施 策
コ ー ド

単　位

3年度

ha

98000

98000 76858

98000

4年度　目標値 98000

2年度 81427 513,492 1,806,105 5,192,891 341,016

-

元年度

85986

最終目標

87.7%

ストック
指標の種類
(ﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ)

＋

％
実績

318,530

4,721,330 2,401,733
4,709,639 2,453,595 568,409 1,687,635

様式１



2
　県の関与の必要性

　成果指標A

　成果指標B

3

参考：構成事務事業の評価
の平均値

成果動向

   林業の採算性が低い中、森林の整備を森林所有者のみに依存することは、困難である。また、森林に対する県民のニーズの多様化により森林は「木材生産の場」の
ほか、「水源かん養」や「国土の保全」、「保健休養の場」さらには近年「地球温暖化問題の対応」として、二酸化炭素を吸収・固定する役割などの認識が高まってきてい
る。これらの機能の恩恵にあずかる受益者が、不特定多数であることから、県の関与の必要性がより一層高くなってきている。

　令和３年３月に策定した「えひめ農林水産振興プラン2021」に基づき、森林の持つ公益的機能の高度発揮と林業の活性化を図るとともに、災害に強い森づくりや計画的な主伐を促進し県産材生産
量の増加を図るため、取組を強化して継続する。
　これらの目標を達成するため、令和元年度から「第２期林業躍進プロジェクト」として、計画的・段階的に導入した主伐を継続して実施し、県産材を増産することで、森林資源の循環利用や加工流
通の拡大・競争力の向上、山村地域の雇用拡大を図って、林業を地域の成長産業とすることを目指しており、引き続き積極的な事業展開を図る。

　 国は、森林による二酸化炭素の吸収作用の保全及び強化の重要性に鑑み、令和12年度までの間における森林の間伐等を促進するため、「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措
置法（平成20年法律第32号）（間伐等特措法）」を、令和３年３月に一部改正・延長したところであり、この間に実施する間伐又は造林を特定間伐等として実施の促進を図ることとしている。ま
た、間伐等特措法に基づき国が定めた「基本方針」に即して、県は「特定間伐等の実施の促進に関する基本方針」を定め、市町は「特定間伐等促進計画」を作成し、関係機関が一体となっ
て森林の保全・整備に積極的に取り組むこととしている。

成果向上
余地

説
　
明

2.17

施 策 の 今 後 の 方 向 性 

成果向上が可能

成果向上
余地

説
　
明

順調でない成果
動向

   造林事業や治山事業などの国庫補助の既存事業に加えて、平成17年度からは森林環境税を活用した本県独自の単独事業を実施しているが、林業の採算性悪化
から、間伐実施面積は目標の８割程度で横ばいである。
　平成26年度から林業躍進プロジェクト、令和元年度からは第２期林業躍進プロジェクトを開始し、計画的な主伐と再造林の実施を図っているが、林業従事者が限られ
る中で、間伐と主伐の両立を可能とする担い手の確保・育成や生産性の向上、また、エリートツリーを活用した一貫型施業による低コスト化が課題となっている。

施 策 の 評 価

成果
動向

説
　
明高い

1.70

今 後 予 測 さ れ る
環 境 変 化

順調・向上
成果向
上余地

成果向上が可能



４－１　事務事業管理シート（評価対象事業）

1 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 9,461 10,061 10,661 11,261 事業費計 740,824 731,918 471,488 983,280

実績 10,028 10,262 10,525 国費 688,908 681,120 417,515 926,172

達成率 105.99% 102.00% 98.72% その他 50,000 50,000 50,000 50,000

単位 計画 600 600 600 600 県費 1,916 798 3,973 7,108

実績 578 234 263 事業費計 732,044 727,393 469,212

達成率 96.33% 39.00% 43.83% 国費 680,318 676,595 415,787 方向１

単位 計画 その他 50,000 50,000 50,000 方向２

実績 県費 1,726 798 3,425 方向３

達成率 - - - 人役 2.0 2.0 2.0

人件費 13,612 13,532 12,100

2 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 80 80 80 80 80 事業費計 1,072,219 960,562 909,671 795,422

実績 80 95 92 国費 743,609 675,062 641,319 560,826

達成率 100.00% 118.75% 115.00% その他

単位 計画 2500 2500 2500 2500 県費 328,610 285,500 268,352 234,596

実績 2040 2022 2003 事業費計 1,054,163 1,601,519 1,640,741

達成率 81.60% 80.88% 80.12% 国費 742,537 1,150,853 1,180,342 方向１

単位 計画 その他 1,368 方向２

実績 県費 311,626 449,298 460,399 方向３

達成率 - - - 人役 2.4 2.4 2.4

人件費 16,335 16,239 14,520

3 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

3大きく成果向上す
る

単位 計画 17 17 17 17 17 事業費計 915,316 1,118,836 1,063,288 2,016,750

実績 17 17 17 国費 610,005 703,861 643,225 1,150,010

達成率 100.00% 100.00% 100.00% その他 65,700 71,000 92,116 63,200

単位 計画 1033 750 760 814 814 県費 239,611 343,975 327,947 803,540

実績 700 750 760 事業費計 909,552 1,073,653 1,051,246

達成率 67.76% 100.00% 100.00% 国費 607,380 678,174 637,579 方向１

単位 計画 5000 7063 7491 7500 7500 その他 65,700 71,015 88,426 方向２

実績 7412 7063 4966 県費 236,472 324,464 325,241 方向３

達成率 148.24% 100.00% 66.29% 人役 9.4 9.4 4.4

人件費 63,977 63,601 26,620

事業の概要

事業の着実な実施により、間伐による増産は順調であるが、
国の当初予算及び補正予算の動向に連動するため、向上の
余地は小さい。

森林資源の循環利用を通じて、森林の整備から木材の生産、
加工、流通までを総合的に推進し、森林・林業の振興を図って
いく必要があることから、このまま継続する。

事業の概要

事業の概要

実績は横ばいではあるが、搬出間伐を必要とする森林は未だ
多く、新たな森林管理システム等他事業をうまく活用すれば、
一定の成果向上は期待できる。

成果 ＋ ｽﾄｯｸ
当事業間伐実施面積の累
計

ha

指標種類2 指標名称2

活動

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

＋
このまま継続

ﾌﾛｰ 当事業間伐実施面積

　

予算施策名 ns11 森林の保全･整備

指標名称3

評
価

ha
決
算 見

直
し
方
向
性

実施
期間

始期 終期

H21
予定・見込
があれば記

入

県産材の増産による関連産業の振興を図るため、国の林業成長産業化総合対策事業及び合板・製材・集
成材国際競争力強化対策事業を活用し、川上から川下に至る総合的な支援を実施することにより、効果
的かつ効率的な間伐の実施を図る。

指標種類3

林業成長産業化総合対策事業費
コスト

（単位：千円）

造林間伐促進費
コスト

（単位：千円）

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ 搬出間伐の割合 ％

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ｽﾄｯｸ 間伐実施面積 ha
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

始期 終期

S21
予定・見込
があれば記

入

木材の増進に資する搬出間伐の促進により、林業の活性化を図るとともに、森林の適正な管理、多様な森
林の造成等に寄与する森林施業への支援を行い、森林の持つ公益的機能の高度発揮を図るための事業

指標種類1 指標名称1

予
算

林道整備延長 ｍ

成果 ＋ ﾌﾛｰ 林内道路密度 m/ha

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ 森林整備面積 ha
決
算

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

活動 ＋ ﾌﾛｰ

実施
期間

始期 終期

S30
予定・見込
があれば記

入

適正な森林施業を推進し、森林経営の合理化、公益的機能の高度発揮、森林資源の質的充実及び有効
利用を図るために必要な基幹的林道を開設し、直接森林施業に必要な林道の開設・改良及び舗装を実施
する経費である。

林道整備事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

見
直
し
方
向
性

本事業の実施により効果的な森林整備の推進が期待できる。
このことから、今後とも、森林整備に直結する林道の整備を推
進すべく、国に対し予算確保を強く要望していく。

令和４年度当初予算で、県営林道８路線、団体営林道31路線
の整備を行う。



4 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

3大きく成果向上す
る

単位 計画 10 10 10 7 7 事業費計 95,150 172,350 259,970 323,430

実績 10 10 10 国費 55,332 109,332 167,018 220,342

達成率 100.00% 100.00% 100.00% その他 5,819 13,250 9,500 8,500

単位 計画 7 12 12 7 7 県費 33,999 49,768 83,452 94,588

実績 7 12 12 事業費計 95,150 172,350 253,370

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 55,332 109,332 162,266 方向１

単位 計画 320 1250 1250 240 1250 その他 5,819 13,250 9,500 方向２

実績 254 707 554 県費 33,999 49,768 81,604 方向３

達成率 79.38% 56.56% 44.32% 人役 2.4 2.4 1.0

人件費 16,335 16,239 6,050

5 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

3大きく成果向上す
る

単位 計画 17 23 23 30 30 事業費計 58,007 58,007 58,007 58,007

実績 17 23 23 国費

達成率 100.00% 100.00% 100.00% その他

単位 計画 600 27 27 34 34 県費 58,007 58,007 58,007 58,007

実績 600 27 27 事業費計 57,844 50,684 56,820

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 869 350 400 428 428 その他 方向２

実績 286 350 491 県費 57,844 50,684 56,820 方向３

達成率 32.91% 100.00% 122.75% 人役 0.9 0.9 1.2

人件費 6,126 6,090 7,260

6 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 80 80 80 80 80 事業費計 386,448 141,768 56,717 56,717

実績 94 94 87 国費 230,000 63,265

達成率 117.50% 117.50% 108.75% その他 156,448 78,503 56,717 56,717

単位 計画 70 99 99 99 県費

実績 97 93 109 事業費計 376,836 140,828 56,098

達成率 138.57% 93.94% 110.10% 国費 230,000 63,265 方向１

単位 計画 120 115 115 その他 146,836 77,563 56,098 方向２

実績 7 30 39 県費 方向３

達成率 5.83% 26.09% 33.91% 人役 2.0 2.0 2.0

人件費 13,612 13,532 12,100

7 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標

（R6年度）
R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

成果
動向

4成果順調である
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 74.1 79.3 84.4 89.6 100 事業費計 50,000 40,000 40,000 40,000

実績 75.6 80.7 85.2 国費

達成率 102.02% 101.77% 100.95% その他 50,000 40,000 40,000 40,000

単位 計画 100 107 114 121 135 県費

実績 102 109 115 事業費計 46,510 38,898 39,255

達成率 102.00% 101.87% 100.88% 国費 方向１

単位 計画 その他 46,510 38,898 39,255 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 1.3 1.3 1.3

人件費 8,848 8,796 7,865

国補事業の採択要件に満たない林道整備を補う本事業に対
する要望は依然として強く、今後とも効果的な森林整備の推進
が期待できる。

令和４年度当初予算で、９路線の開設、改良を実施する。

森林の公益的機能の高度発揮には必要ではあり、森林整備
の普及活動を続ければ、一定の成果向上は期待できる。

継続的な事業実施により、山地災害危険地区の解消が図られ
るとともに、森林の整備・保全が推進され、土砂流出防止機能
等が向上している。

事業の概要

事業の概要

事業の概要

事業の概要

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ｽﾄｯｸ
整備対象地区に対する整
備率

％

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ｽﾄｯｸ
整備対象地区に対する整
備箇所数

箇所
決
算

集落等山地災害危険地区整備事業費

H20 R6
公共治山事業として採択されない「山地災害危険地区」のうち、土砂流出防止機能等が著しく低下し、降雨
等で集落等に被害を及ぼす可能性が高い地区の森林等を緊急に整備して、山地災害危険地区の解消を
図る。

指標種類3 指標名称3

活動 ＋ ﾌﾛｰ 作業道整備延長 ｍ

　

このまま継続

森林整備推進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価成果 ＋ ﾌﾛｰ 搬出間伐の割合 ％

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ
自伐林家支援事業実施面
積

ha
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

活動 ＋

県単独林道整備事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

S25
予定・見込
があれば記

入

国庫補助事業に採択されない作業道開設や改良等を行い、効果的な路網ネットワークを構築することによ
り、森林整備と林業経営の合理化を図り、森林の公益的機能の高度発揮と地域の振興に資する経費であ
る。

成果 ＋ ﾌﾛｰ 林内道路密度 m/ha

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ 森林整備面積 ha
決
算 見

直
し
方
向
性

　見
直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

実施
期間

始期 終期

このまま継続

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

H20

　

このまま継続

ﾌﾛｰ 未整備森林再生実施面積 ha

R6
「えひめ農林水産業振興プラン2021」に基づき、森林が持つ地球温暖化防止や県土保全機能等の高度発
揮を図るため、国庫補助事業の対象とならない森林所有者自ら実施する施業等に対する支援し、同プラン
目標達成に資するための事業

コスト
（単位：千円）

実施
期間

始期 終期

H20
予定・見込
があれば記

入

緑資源機構の廃止(H19)に伴い県へ移管された林道の開設等の事業であり、林業を基軸とする地域の振
興等の総合的な開発に資する基幹林道と位置づけた路線を整備計画に基づき実施するものである。

成果 ＋ ﾌﾛｰ 林内道路密度 m/ha

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ 森林整備面積 ha
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

活動 ＋ ﾌﾛｰ

本事業の実施により地勢等地理条件の悪い森林地帯におけ
る効果的な森林整備の推進が期待できることから、今後とも、
国に対し予算確保を強く要望しつつ、本事業の早期完成に努
めるものとする。

令和４年度は２路線の整備を行う。当該事業は令和２年度か
ら６年度までの５ヶ年の第四期計画に則して実施している。

広域林道整備事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

林道整備延長 ｍ



8 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標

（R10年度）
R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 391 391 391 652 事業費計 170,695 162,883 103,936 87,231

実績 268 301 国費

達成率 - 68.54% 76.98% その他

単位 計画 3780 3780 3780 3780 県費 170,695 162,883 103,936 87,231

実績 3574 3868 3,681 事業費計 170,695 162,882 103,935

達成率 94.55% 102.33% 97.38% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 170,695 162,882 103,935 方向３

達成率 - - - 人役 0.1 0.1 0.1

人件費 681 677 605

9 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R6）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 707,112 505,419 515,863 第４期終期 事業費計 562,185 560,784 557,709 560,115

実績 633,766 474,481 484,450 国費

達成率 - - - その他 332 307 137 219

単位 計画 県費 561,853 560,477 557,572 559,896

実績 事業費計 560,145 560,503 557,594

達成率 - - - 国費 方向１

単位 計画 その他 49 25 23 方向２

実績 県費 560,096 560,478 557,571 方向３

達成率 - - - 人役 0.2 0.2 0.2

人件費 1,362 1,354 1,210

10 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 94359 141809 141778 145005 事業費計 94,359 141,809 141,778 145,005

実績 94472 141712 144537 国費

達成率 100.12% 99.93% 101.95% その他 142 110 76 89

単位 計画 県費 94,217 141,699 141,702 144,916

実績 事業費計 94,472 141,712 144,537

達成率 - - - 国費 方向１

単位 計画 その他 5 10 11 方向２

実績 県費 94,467 141,702 144,526 方向３

達成率 - - - 人役 1.0 1.0 1.0

人件費 6,806 6,766 6,050

11 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R9）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 36675 48994 48994 48994 102251 事業費計 185,252 201,566 229,799 189,204

実績 34715 41323 48708 国費 34,963 44,079 57,316 28,756

達成率 94.66% 84.34% 99.42% その他

単位 計画 185252 201566 229799 189204 121712 県費 150,289 157,487 172,483 160,448

実績 172859 171278 141847 事業費計 172,859 171,279 141,847

達成率 - - - 国費 32,000 31,300 14,000 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 140,859 139,979 127,847 方向３

達成率 - - - 人役 3.6 3.6 3.6

人件費 24,502 24,358 21,780

開設された林道を活用して、主伐及び間伐の積極的な実施に
取り組む

国事業に係る負担金であり、県に裁量の余地は無い。
償還期間（令和10年度）までは継続して実施する。

国から交付を受けた森林環境譲与税について、基金に積み立
てて管理するとともに、その全額を法定の使途である新たな森
林管理システムを運用する市町を支援する事業として予算化
し、執行した。

木材価格が好況であることから、計画どおりの単年度収支を
達成することが可能な状況であり、一定の成果向上が見込ま
れる。

事業の概要

事業の概要

事業の概要

事業の概要
実施
期間

始期 終期

S35 R9
県有林経営事業特別会計は、過去に公庫から借り入れた償還金の返済等により持続的な経営が困難で
あるため、県営林経営改善計画を策定し、経営の早期健全化に必要な人件費、管理費及び育林経費につ
いて一般会計から財政支援を受けている。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
県営林経営改善計画にお
ける単年度収支額

千円

指標種類2 指標名称2

活動 0 ﾌﾛｰ
県営林経営支援のための
操出金

千円
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

始期 終期

R1
予定・見込
があれば記

入

水源涵養、災害防止、県土の保全、地球温暖化の防止等の公益的機能の重要性に鑑み、森林の適正な
管理を行い災害に強い森林づくりのため、新たな森林管理システムを推進する市町を支援する事業を展
開することとし、森林環境譲与税を基金へ積み立てるもの。

決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

県有林経営事業特別会計繰出金
コスト

（単位：千円）

評
価

森林環境譲与税基金積立金
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類1 指標名称1

予
算

終期

H17

成果 ＋ ﾌﾛｰ 森林環境譲与税予算化額 千円

指標種類2 指標名称2

見
直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

成果 0 ﾌﾛｰ 森林環境税予算化額 千円

指標種類2 指標名称2

実施
期間

始期

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

始期 終期

S54 R10
四国西南産地大規模林業圏開発事業の一環として平成19年度まで実施されてきた緑資源幹線林道開設
事業(実施主体：国立研究開発法人　森林研究・整備機構）に係る県負担金である。

R6
第４期森林環境税の積立金（R2～R6）
個人700円　法人７％（県民税上乗せ課税）

指標種類1 指標名称1

予
算

森林環境保全基金積立金
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
圏域内の民有林主伐実施
面積

ha

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ
圏域内の民有林間伐実施
面積

ha
決
算

大規模林業圏開発林道事業費負担金
コスト

（単位：千円）

評
価



12 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R6）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

2成果低迷している
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 1700 1700 1700 1700 事業費計 23,480 21,663 21,663 20,200

実績 655 1430 1390 国費

達成率 38.53% 84.12% 81.76% その他 23,480 21,663 21,663 20,200

単位 計画 500 500 500 500 県費

実績 2692 2039 352 事業費計 17,173 15,371 16,526

達成率 538.40% 407.80% 70.40% 国費 方向１

単位 計画 その他 17,173 15,371 16,526 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 2.0 2.0 2.0

人件費 13,612 13,532 12,100

13 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 15000 15000 15000 15000 15000 事業費計 15,000 15,000 15,000 15,000

実績 42278 36799 5771 国費

達成率 281.85% 245.33% 38.47% その他 15,000 15,000 15,000 15,000

単位 計画 50 50 50 50 50 県費

実績 47 48 52 事業費計 14,629 11,737 10,786

達成率 94.00% 96.00% 104.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 14,629 11,737 10,786 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 2.6 2.6 2.6

人件費 17,696 17,592 15,730

14 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 1500 3000 4500 20000 130000 事業費計 103,804 230,816 208,118 202,536

実績 1097 5833 13527 国費 42,793 78,313 50,294 27,031

達成率 73.13% 194.43% 300.60% その他 61,011 152,503 157,824 175,505

単位 計画 2500 2500 2500 県費

実績 2040 2022 2003 事業費計 99,398 192,831 175,215

達成率 81.60% 80.88% 80.12% 国費 42,566 68,188 45,431 方向１

単位 計画 15 15 15 その他 56,832 124,643 129,784 方向２

実績 16 17 14 県費 方向３

達成率 106.67% 113.33% 93.33% 人役 5.4 7.4 7.4

人件費 36,753 50,069 44,770

15 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 100 100 100 100 100 事業費計 40,809 40,015 40,128 38,654

実績 100 100 100 国費 4,393 3,744 4,257 4,521

達成率 100.00% 100.00% 100.00% その他 33,573 31,729 31,027 29,289

単位 計画 200 200 200 200 県費 2,843 4,542 4,844 4,844

実績 830 7 245 事業費計 32,252 36,327 32,816

達成率 415.00% 3.50% 122.50% 国費 393 1,565 4,257 方向１

単位 計画 200 200 200 その他 26,832 30,489 27,525 方向２

実績 307 3 450 県費 5,027 4,273 1,034 方向３

達成率 153.50% 1.50% 225.00% 人役 0.3 0.3 0.3

人件費 2,042 2,030 1,815

活動

リカレントプログラム受
講者数

事業の概要

事業の概要

事業の概要

　新型コロナウィルスの感染拡大により、施設の休園やイベン
ト規模の制限を余儀なくされたが、コロナ禍のアウトドアニーズ
の高まりにより、森林空間の様々な活用が注目されており、県
民と森との更なる交流促進が期待される。

　森林環境税の目的である、県民参加の森づくり活動を進め
る上での中核事業となっており、継続実施の必要がある。

　県民活動提案型公募事業の応募は計画を上回る件数となり、県民
の森林や木材に対する関心は高い。
　一方で、新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、事業の廃止や縮小
を余儀なくされたが、コロナ禍のアウトドアニーズの高まりにより、森林
空間の様々な活用が注目されており、県民参加による活動が期待さ
れる。

　県民の主体的な活動を支援するもので、森林環境税の理念
である｢森林と共生する文化の創造｣の実現に寄与することか
ら、今後も取組みを継続させる必要がある。

新たな森林管理システムを推進する市町を支援し、推進体制
の整備や人材の確保育成を図ったところ、県内５流域全てで
市町連携組織が設置されるとともに、市町職員の育成が図
れ、意向調査面積が増加した。

県民参加の森林づくり公募事業費
コスト

（単位：千円）

このまま継続

意向調査面積 ha

指標種類2 指標名称2

＋

成果 ＋ ﾌﾛｰ 苗木の配布率 ％

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ ヒノキの球果採取量
リッ
トル 決

算 見
直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

活動 ＋ ﾌﾛｰ スギの球果採取量
リッ
トル

　

適正な森林造成を推進し、林業振興と山村地域の健全な発展に資するため、優良種苗の供給源である採
種園等の管理及び成長に優れた第２世代以降精英樹の育成管理等を行う事業。

このまま継続

事業の概要

種子採取量は、天候に左右されるものであり、毎年安定量を
確保することは困難であるが、豊作時に適量を確保しているこ
とから、苗木生産に支障を起こすような状況ではない。

成果 ＋ ﾌﾛｰ 公募事業への参加者数 人

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ
公募事業(県民活動提案
型)への応募件数

件
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3 　

このまま継続

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

H17 R6
「森林環境の保全」と「森林と共生する文化の創造」を県民一体となって推進するため、県民の自発的な活
動を支援する。

新たな森林管理システム推進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1

成果 ＋ ｽﾄｯｸ

指標名称1

予
算

ﾌﾛｰ 間伐面積 ha

指標名称3

活動 ＋ ﾌﾛｰ

実施
期間

始期 終期

R1
予定・見込
があれば記

入

新たな森林管理システムを推進する市町を支援するため、森林環境譲与税を財源としして制度の運用指
導、担い手確保対策、森林情報の提供等、市町に対し重層的な支援を行うことで、林業の成長産業化と森
林資源の適切な管理を図る。

優良種苗確保事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

　

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

S42
予定・見込
があれば記

入

決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3

人

実施
期間

始期 終期

H17 R6
森林を利活用する県民との情報交換、県民参加の森づくり活動

＋ ﾌﾛｰ
「えひめ山の日の集い」
への参加者数

人
決
算

このまま継続

　

県民と森との交流促進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
森の交流センターへの相
談件数

件

指標種類2 指標名称2

活動

見
直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3



16 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 1200 1200 1200 1200 1200 事業費計 15,677 24,680 15,013 24,308

実績 1210 1227 1169 国費 7,881 19,004 11,777 17,882

達成率 99.17% 97.80% 102.65% その他 4,234 3,014 751 3,988

単位 計画 - 10 20 20 50 県費 3,562 2,662 2,485 2,438

実績 - 3 5 事業費計 11,591 13,434 13,570

達成率 - 30.00% 25.00% 国費 6,249 8,919 11,472 方向１

単位 計画 その他 3,506 2,130 751 方向２

実績 県費 1,836 2,385 1,347 方向３

達成率 - - - 人役 2.0 2.0 3.5

人件費 13,612 13,532 21,175

17 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 100 100 100 75 事業費計 6,623 6,600 6,600 4,800

実績 56 38 39 国費 1,619 1,600 1,600 800

達成率 56.00% 38.00% 39.00% その他

単位 計画 20 20 20 15 県費 5,004 5,000 5,000 4,000

実績 19 16 15 事業費計 3,304 2,497 2,579

達成率 95.00% 80.00% 75.00% 国費 667 585 800 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 2,637 1,912 1,779 方向３

達成率 - - - 人役 0.7 0.7 0.7

人件費 4,765 4,737 4,235

18 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 690000 695000 7000000 700000 事業費計 0 25,080 24,240 23,190

実績 523000 563000 国費

達成率 - 75.80% 81.01% その他 25,080 24,240 23,190

単位 計画 30 30 30 県費

実績 33 32 事業費計 0 24,658 24,240

達成率 - 110.00% 106.67% 国費 方向１

単位 計画 その他 24,658 24,240 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 0.5 0.5

人件費 3,383 3,025

19 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R3）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 3 3 3 3 事業費計 993 828 878 0

実績 1 1 １ 国費

達成率 33.33% 33.33% 33.33% その他

単位 計画 30 30 30 30 県費 993 828 878

実績 46 38 20 事業費計 786 711 830

達成率 153.33% 126.67% 66.67% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 786 711 830 方向３

達成率 - - - 人役 1.0 1.0 1.0

人件費 6,806 6,766 6,050

県及び市町が支援していることもあり、国からの事業採択はさ
れやすいものの、国の制度で１事業期間が３年となっており、
活動組織が３年で活動を終えることから、次々と新たな活動組
織や活動場所を掘り起こす必要があり、右肩上がりの成果は
望みにくいが山村のコミュニティ維持のためには必要である。

条件不利地での施業に必要な林業架線の技術継承として立
ち上げた事業であり、成果は順調といえる。
森林所有者の了解を必要とすることから、集約化面積をどの
ように大きくしていくかが今後の課題である。

事業期間終了

このまま継続

　

　

休止・廃止

林業架線作業促進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

　松くい虫被害の区域面積は、近年、ほぼ横ばいで推移してお
り、防除対策により、一定の効果が認められる。
　シカ捕獲数については計画を下回ったものの、林業事業体
に対し、シカ捕獲のノウハウの普及に寄与できた。

　

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

R2 R4
災害に強い森づくりの推進を図るため、奥地や急傾斜地等手入れが行き届かない森林での作業を可能と
する林業架線作業に要する経費の一部を助成する事業。

実施
期間

始期 終期

R1 R3
間伐施業や主伐再造林施業地周辺の残存木のシカ剥皮被害等の実態を把握し、施業後の残存木に対す
る被害防止効果のある防除対策を検討。

成果 ＋ ﾌﾛｰ

事業の概要

事業の概要

見
直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3

シカ被害防除推進事業費(南予)
コスト

（単位：千円）

評
価防除対策普及事業体数 事業体

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 現地研修の参加人数 人
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

指標種類1 指標名称1

予
算

　

実施
期間

始期 終期

H29 R8
国の制度を活用し、森林の多面的機能が効果的に発揮されるよう地域住民等が実施する里山林保全や
竹林整備等の取組を支援して、環境林を適正に整備・保全するとともに、山村の活性化を図る。

成果 ＋ ﾌﾛｰ 県内の素材生産量 m3

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ
本事業による架線作業箇
所数

箇所
決
算

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 活動組織数 団体
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

事業の概要

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ ニホンジカ捕獲量 頭
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

事業の概要

成果 ＋ ﾌﾛｰ 森林整備面積 ha

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

S48
予定・見込
があれば記

入

県木である松を守るため、薬剤散布等を行い松林の保全、また、ニホンジカの剥皮被害等などの森林被
害対策を行うことで、公益的機能の維持を図る。

森林・山村多面的機能発揮対策支援事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 － ｽﾄｯｸ 松くい虫被害区域面積 ha

森林病虫獣害対策事業費
コスト

（単位：千円）

評
価



20 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R6）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

2成果低迷している
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 100,000 100,000 100,000 100,000 150,000 事業費計 26,479 26,479 26,479 26,479

実績 100,000 64,353 59,608 国費

達成率 100.00% 64.35% 59.61% その他 2 2 2 2

単位 計画 県費 26,477 26,477 26,477 26,477

実績 事業費計 26,202 26,350 25,884

達成率 - - - 国費 方向１

単位 計画 その他 2 2 2 方向２

実績 県費 26,200 26,348 25,882 方向３

達成率 - - - 人役 0.4 0.4 0.4

人件費 2,723 2,707 2,420

21 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 74571 74383 68210 99432 事業費計 7,029 6,927 6,780 6,604

実績 74654 74275 68215 国費 3,097 2,947 2,848 2,760

達成率 - - - その他 48

単位 計画 1 1 1 1 県費 3,932 3,932 3,932 3,844

実績 1 1 1 事業費計 6,816 5,796 6,527

達成率 - - - 国費 3,049 2,474 2,800 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 3,767 3,322 3,727 方向３

達成率 - - - 人役 4.3 4.3 4.3

人件費 29,266 29,094 26,015

22 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 12000 12000 12000 12000 － 事業費計 550 550 550 550

実績 9300 9874 9984 国費

達成率 77.50% 82.28% 83.20% その他 550 550 550 550

単位 計画 10 15 15 15 － 県費

実績 10 11 11 事業費計 544 539 439

達成率 100.00% 73.33% 73.33% 国費 方向１

単位 計画 3100 3950 2350 1050 － その他 544 539 439 方向２

実績 1820 2370 2450 県費 方向３

達成率 58.71% 60.00% 104.26% 人役 0.1 0.1 0.1

人件費 681 677 605

23 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R6）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

2成果低迷している
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 100000 100000 100,000 150000 事業費計 0 3,713 18,065 115,521

実績 64353 59608 国費 51,909

達成率 - 64.35% 59.61% その他 3,713 18,065 63,612

単位 計画 県費

実績 事業費計 0 2,159 17,767

達成率 - - - 国費 方向１

単位 計画 その他 2,159 17,767 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 2.0

人件費 12,100

　新型コロナウィルスの感染拡大により、度重なる休園を余儀なくさ
れ、年間利用者数は大幅減となったが、コロナ禍のアウトドアニーズ
の高まりにより、キャンプ場やアスレチックの利用が好調であるほか、
森林空間の様々な活用が注目されており、アフターコロナにおいては
県民と森との更なる交流促進が期待される。

　令和5年度までに新たな木製アトラクションの設置やイベント
広場、キャンプ場等の整備などの施設整備に取り組むほか、
情報発信強化や森林体験イベント等のソフト事業も拡充するこ
とで、認知度向上による誘客促進を図る計画としている。

　地域森林計画樹立面積（民有林面積）は、５年に１度森林計
画区毎に調査していることから大幅な変動は見込めない。

このまま継続

材価低迷や不在等により施業放置された森林が増加し、保険
加入による森林保全の備えに対する意欲は高くないが、毎年
度の保険契約はほぼ計画通り。近年の豪雨災害等からの復
旧再生には森林保険加入が有効であり、災害予防啓発普及
を今後も実施する。

えひめ森林公園維持管理費

事業の概要

　新型コロナウィルスの感染拡大により、度重なる休園を余儀なくさ
れ、年間利用者数は大幅減となったが、コロナ禍のアウトドアニーズ
の高まりにより、キャンプ場やアスレチックの利用が好調であるほか、
森林空間の様々な活用が注目されており、アフターコロナにおいては
県民と森との更なる交流促進が期待される。

　令和5年度までに新たな木製アトラクションの設置やイベント
広場、キャンプ場等の整備などの施設整備に取り組むほか、
情報発信強化や森林体験イベント等のソフト事業も拡充するこ
とで、認知度向上による誘客促進を図る計画としている。

指標名称3 　

えひめ森林公園は、施設の老朽化等により来園者数が伸び悩んでいることから、新たな木製アトラクション
の設置や既存施設の改修などの施設整備に取り組むほか、、情報発信強化や森林体験イベント等のソフ
ト事業を拡充する。

見
直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3

実施
期間

始期 終期

R2 R6

えひめ森林公園整備事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

事業の概要

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

S36
予定・見込
があれば記

入

森林保険加入者に森林災害の予防を啓発することにより、保険事故の減少を図るとともに、森林所有者に
森林保険への加入を奨励し、山林火災等に対する防災意識の普及を図る。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
えひめ森林公園の年間利
用者数

人

指標種類2 指標名称2

決
算

事業の概要

事業の概要

＋ ﾌﾛｰ 森林保険加入割合 ％
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

活動 ＋ ﾌﾛｰ

予定・見込
があれば記

入

えひめ森林公園の適正な維持管理を行うため、指定管理者に管理を委託する経費と直接県が維持管理を
行う経費。

実施
期間

始期 終期

S37
予定・見込
があれば記

入

知事は森林法に基づき民有林を対象に、森林の保続培養、森林生産力の増進、森林の持つ公益的機能
の高度発揮及び林産物の安定供給を図るため、伐採・造林・林道開設等の計画（地域森林計画）を策定し
なければならない。

成果 0 ﾌﾛｰ
地域森林計画樹立面積
（民有林面積）

ha

指標種類2 指標名称2

活動 0 ﾌﾛｰ 地域森林計画樹立箇所数 箇所

指標種類1 指標名称1

予
算

森林計画樹立費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
えひめ森林公園の年間利
用者数

人

指標種類2 指標名称2

コスト
（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

始期 終期

S58

森林保険事務取扱費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

森林保険普及啓発物資の
配布数

枚・
個

成果 ＋ ﾌﾛｰ 森林保険加入面積 ha

指標種類2 指標名称2

成果



４－２　事務事業管理シート（評価対象外事業） ns11

1 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R元年度 R2年度 R3年度

事業費計 0 0 0 0 事業費計 0 0 0

国費 5011 6766 11763 7924 国費 7,061 4,945 8,051

その他 その他

県費 -5011 -6766 -11763 -7924 県費 -7,061 -4,945 -8,051

0.1 0.1 0.1

681 677 605

予算施策名 森林の保全･整備

評価対象外の理由

予
算

決
算

後進地域補助率差額

評価対象外その他の理由（記述）

歳入のみの措置
人役

人件費

補助率差額(林道)
コスト

（単位：千円）
コスト

（単位：千円）



４－３　事務事業管理シート（新規事業） ns11

1 4年度

事業費計 1,842

国費

その他

県費 1,842

全国植樹祭開催準備費
コスト

（単位：千円）

予
算

予算施策名 森林の保全･整備


